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生物・化学テロ・事故時 除染について（サリン・炭素菌）
（アンモニア・硫化水素）

公共施設・公共交通機関を狙ったテロ、平時において薬物の流出事故や事件など
救急隊が急行する現場において速やかな除染を行う必要が生じた場合に
取扱資格、錬度を必要とせず、現場への持ち出しから化学物質・生物の除染まで行う。
尚、テロ・事件事故・災害時には地方自治体・自衛隊・警察などと協力して行う。
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酸化エチレン項目 過酸化水素 オゾン

除染性（芽胞菌
に対する性能）

○ ○

除染性（化学剤
に対する性能）

○ ○

器材への影響 ○ ○

人体への影響 △ △

安全化処理
（処理時間）

○ ○

発がん性 × ○×
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酸化エチレン項目 過酸化水素 オゾン

除染性（芽胞菌
に対する性能） ○ ○

除染性（化学剤
に対する性能） ○ ○

器材への影響 ○ ○

人体への影響 △ △

安全化処理
（処理時間） ○ ○

発がん性 × ○

除染区分 除染方式 利点 欠点

物理的

吸着・拭き取り ・簡便で低コスト ・完全な除染が困難（拭き残し等）
・精密機器への適用やや難

風乾・熱風 ・簡便で低コスト
・化学剤に対して一定の効果は
あるが生物剤には不適
・精密機器への適用やや難

水・石鹸 ・低コスト
・生物化学剤ともに除染可能

・廃液の回収が必要 (２次汚染の可能性あり）
・精密機器への適用不可

化学的 除染剤 ・生物化学剤ともに除染可能
・精密機器への適用が不可能
・備蓄調達が困難
・散布ロスが多い

ガス ・生物化学剤ともに除染可能
・精密器材への適用可

・濃度を維持するため一定の処置が必要
（解放空間での適用不可）

（除去）

（分解）
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なぜオゾンを除染剤として採用するのか？

オゾンはその強力な酸化力により、細胞膜やカプシド等の防御壁を酸化変性させることで除染する。
また、化学剤に関しては、同様の酸化作用による化学反応によって無害化される。
以下に参考資料として各対象へのオゾンの酸化分解メカニズムを記載する。

当資料は、以下の資料から引用し、関係各所での検証を行っている。
　　　　防衛省技術開発本部　相澤和也　「見えない敵を倒す新装備CBRNバスター」
　　　　東京工業大学・元准教授・工学博士　渡辺文雄
　　　　アメリカ合衆国Centers for Disease Control and Prevention最新ガイドライン

オゾンが生物・化学物質に対して効果がある理由

細菌・ウイルス酸化分解メカニズム 化学物質酸化分解メカニズム

【１】神経剤 G剤＝サリン、ソマン、タブン
V剤＝VX

【２】糜爛剤 マスタード（H剤）、ルイサイト

【３】窒息剤 ホスゲン、塩素

【４】血液剤 青酸、塩化シアン

【１】神経剤 G剤＝サリン、ソマン、タブン
V剤＝VX

【２】糜爛剤 マスタード（H剤）、ルイサイト

【３】窒息剤 ホスゲン、塩素

【４】血液剤 青酸、塩化シアン

下記の毒ガスの中から、（a）V剤　（b）H剤　（c）G剤　（d）VX　（e）タブン　とオゾンの反応の可否を検討する。
各物質の構造式または分子式は以下の様にそれぞれが窒素N、リンP、硫黄Sを含む。
最初は、農薬の殺虫剤、殺鼠剤等として製造されたが
　　　　　　効果が強すぎたり、残留性が高かったりしたので、後に化学兵器に使用された。

2 各種毒ガスへのオゾンガス分解メカニズム

201212_bc
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CT値設定

CT値測定

CT設定値（ppm・min)には
あらかじめ必要ＣＴ設定値を
設定しておく

4

オゾン（Ｏ3）ガスシステム
機器操作方法とＣＴ値の説明

オゾンガス



BT-088

オゾンガス ＢＣ対策除染フロー　室内編

有毒ガス発生
　（温泉施設・処理施設）

硫化水素自殺
　（住宅など）

テロ事件

05

オゾンガス
化学剤 

ガス検知器

BT-088

201212_bc



オゾンガスＢＣ対策除染フロー　資機材・人編

室内除染編と同じフローを進む
機材直近にて検出を繰り返し、機材からの汚染物質の放出が検出されなくなるまで
繰り返し除染を行う（機材の場合は、ＣＴ値を高く設定し、高濃度での早期除染も可能）

引用： 防衛省技術開発本部　相澤和也　「見えない敵を倒す新装備CBRNバスター」

劣化特性評価（機能確認）

実験において、ＰＣ・携帯電話の全機能にエラーなし

各ガスともに最大濃度
最大曝露時間で実施

・テストプログラムによりPCを24時間連続稼働
　（携帯電話は、テストプログラムを5回実行（非連続稼働））
・安定稼働確認と機能確認

・テストプログラムによりPCを24時間連続稼働
　（携帯電話は、テストプログラムを5回実行（非連続稼働））
・安定稼働確認と機能確認

除染 機能確認

○○○○○PC
6時間オゾン

○○○○○携帯電話

ガス 曝露時間 精密器材
機能

キーボード 通信 CPU LCD 電源

○○○○○PC
6時間オゾン

○○○○○携帯電話

ガス 曝露時間 精密器材
機能

キーボード 通信 CPU LCD 電源

補足資料：オゾンガスの精密機器への影響はない
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現場設置テントによる隊員・資機材の除染を行う
※オゾンマスク着用
現場設置テントによる隊員・資機材の除染を行う
※オゾンマスク着用

201212_bc

NBC対策として、硫化水素をオゾンＢＴ-088を活用して除染を行うフロー

オゾンガス
化学剤 

液体の使用が不可能な
精密機器など
（ＰＣ機器、資器材など）

-

小型除染専用ＢＯＸを活用して、ＢＴ-088（オゾンガス）にて
携行品（財布・携帯電話等の水や薬品で除染不可能な物の除染を行う）
ＢＴ-088は、本体を除染ＢＯＸに入れて、操作部を取り外して除染を行う
使用した検知器やタブレットなども除染を行う。



※厚生労働省データより
201212_o3w
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オゾンガス
生物剤 

オゾン濃度表示

経過時間

設定ＣＴ値になると自動停止

オゾン濃度 ｘ 時間による
実測ＣＴ値が表示される

6

7

オゾンガス Ｃ対策除染シミュレーション

ＣＴ値は下記を参考

2 人員

3 資器材

室内

ＢＴ-088を使用
ＣＴ値は60～200

車両内 専用小型除染ＢＯＸ

テント内

ＢＴ-088を使用
ＣＴ値は60～200



※厚生労働省データより

除染

201212_o3w

オゾン水の除染効果資料
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オゾン水の除染効果資料
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液相オゾン（オゾン水）の除染効果は気相（オゾンガス）の約１０倍の効果があり
除染作業効率化が可能である。
特に、汚染源などを迅速に除染する場合・大量の人員を除染する時に使用する

非常時　液相オゾン（オゾン水）の除染システム

201212_o3w

ＢＴ-07 ＆ ＢＴ-07ＰＳＡ

汚染源の直接除染

バイオテロにおける公共交通機関車両、駅舎、庁舎など
出動車両の除染
口蹄疫、鳥インフルエンザなど広域伝染病における作業従事物資の除染

放水車

緊急除染にオゾン水除染

現場における人・隊員のオゾン水除染
放水車接続
アタッチメント

放水車

給湯器

オゾン水シャワー除染
脱衣

着衣

高濃度オゾン水による
シャワー全身除染

ＢＴ-07ＰＳＡ
酸素発生機

ＢＴ-07
オゾン水発生機

分岐

隊員専用オゾン水
除染テント

ホ
ッ
ト
ゾ
ー
ン

ＢＴ-088

小型オゾン
除染ＢＯＸ
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1

生物・化学物質のオゾン除染広域出動イメージ

新型インフルエンザに代表されるパンデミック（別冊資料）だけではなく、化学物質漏洩などの限定的な事故や
製造技術の簡単な硫化水素による自殺やテロなど、日常における出動においてもオゾンガス除染の必要とされる
場面は数多く出現します。
一旦汚染された施設は、２次災害を防ぐ為に、発生源や空気だけではなく、室内各各所・部材・備品から車両にいたるまで
速やかに復旧する必要がある。

施設やビル地下など
思わぬ有毒ガスの発生

東日本大震災 硫化水素自殺による
周辺への２次災害

口蹄疫・鳥インフルエ
ンザによる地域除染

バイオテロ・パンデミック
時の大量人員搬送と除染

11

広域災害において幅広く活躍するオゾン除染機器

201212_bc

BT-088

BT-088

BT-088

BT-088

BT-088

オゾン除染テント
オゾン除染テント

オゾン除染ＢＯＸ

BT-07

BT-07ＰＳＡ

BT-07

BT-07ＰＳＡ

BT-088

BT-088

BT-088

BT-07

BT-07ＰＳＡ

航空機内の除染
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ＢＣ災害発生時　オゾンガス・オゾン水除染システム

汚染現場に予想される大量の一般人と隊員の除染は
現場設置型シャワーと液相オゾン（オゾン水）+オゾンガス
による集中除染が効率化できる。

ウ
ォ
ー
ム
ゾ
ー
ン

12

放水車接続
アタッチメント

放水車

給湯器

ＳＴＥＰ1　脱衣
オゾンガスで

脱衣所の簡易除染
オゾンガスで

着衣所の簡易除染

ＳＴＥＰ2　除染 ＳＴＥＰ3　着衣
高濃度オゾン水による
シャワー全身除染

ＢＴ-03

ＢＴ-07ＰＳＡ
酸素発生機

ＢＴ-07
オゾン水発生機

分岐

隊員専用オゾン水
除染テント

ホ
ッ
ト
ゾ
ー
ン

オゾン除染ボックス
耐オゾン材質による小型ボックス
小型電子機器や個人携行品を
オゾンガスによる除染を行う

個人携行品で水除染不可品は
小型除染ＢＯＸによる
オゾンガス除染後返却

ＢＴ-088

小型オゾン
除染ＢＯＸ

ＢＴ-03
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軽量でコンパクトなハンディータイプ
ＣＴ計+オゾンガス発生体の一体型
オペレーションイージー（全自動）
日常～災害時まで対応　備蓄調達管理が不要
隊員・精密機器、各種資機材、室内、何にでも使用可能
汚水などの後処理が不要

ＣＴ計一体型オゾン発生器/ＢＴ-088

小型オゾン発生器/ＢＴ-03

特許取得製品
日本製
全行程を東大阪市にて部品調達から組み立てまで行う
大阪府　経営革新計画承認製品認定

オゾン除染ボックス
耐オゾン材質による小型ボックス
小型電子機器や個人携行品を
オゾンガスによる除染を行う

：　オゾンガス
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：　オゾン水

オゾン水機/ＢＴ-01

放水車接続アタッチメント 専用キャリー

ＵＶ式オゾン水濃度計標準装備
ＢＴ-07 

ＢＴ-07ＰＳＡ



オゾン水は、平時においても装備品の除染に利用できる。
防護服やマスク、手袋などをオゾン水による直接除染を行い、手洗い・うがいによる
隊員の健康管理にも利用可能である

通常時　液相オゾン（オゾン水）の除染システム

201212_o3w
11

オゾン水は除染後の2次処理が不要であり
オゾン水による化学物質の除染を行った場合は
そのまま排水～下水への放流が可能

オゾン水は人体へ触れても無害であり安全である

オゾン水は除染後の2次処理が不要であり
オゾン水による化学物質の除染を行った場合は
そのまま排水～下水への放流が可能

オゾン水は人体へ触れても無害であり安全である

オゾン水による手洗い・うがい
30秒の流水で除染
オゾン水による手洗い・うがい
30秒の流水で除染

装備品の
流水除染

30秒のオゾン水流水除染の後

学名（ジプロモテトラフルオロエタン）　組成式　C2Br2F4

ハロン類は消火性に優れ、また人畜に安全な消火剤として各種の消火設備に利用されている。
ハロン類の別名に付けられた4桁の数字は、順に、炭素の数、フッ素の数、塩素の数、臭素の数を表す。
組成式から構造式を考えると、CF3CBr2FとCBrF2 CBrF2の二つの構造異性体が有り得るが化学的性質は大差が無い。
この物質は、C-Brの結合をしているので、オゾンと湿式でも乾式でも反応する。
明確な反応式は不明だが、要約すると

CBrF2 CBrF2 ＋ O3 ＋ ・O
→CBrF2 CBrF2・ ＋ HBrO3 ＋O3
→CO2 ＋ HF ＋HBrO3 ＋O2
となる。

参考：東京工業大学・元准教授・工学博士　渡辺文雄

参考例：ハロン2402の分解メカニズム

気相よりも１０倍優れている液相（オゾン水）の
除染メカニズム

ＢＴ-07 ＆ ＢＴ-07ＰＳＡ
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